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謹 賀　新 年
茨
城
町
長

小
林　

 

宣
夫

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
町

民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

健
や
か
な
お
気
持
ち
で
新
春
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
一
年
、
皆
様
の
温
か
い
ご

支
援
と
ご
協
力
の
も
と
、
町
政
全
般
に
わ

た
り
ま
し
て
諸
事
業
を
順
調
に
推
進
で
き

ま
し
た
こ
と
に
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

新
春
を
迎
え
、
町
民
の
皆
様
か
ら
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
期
待
と
信
頼
に
お
応
え
す
る

た
め
、
改
め
て
町
政
の
運
営
に
誠
心
誠
意

取
り
組
む
決
意
を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
日
本

中
が
湧
い
た
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
開
催
決
定
、
日
本
の
心
と
も
言

え
る
富
士
山
の
世
界
遺
産
登
録
な
ど
、
心

躍
る
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
伊
豆
大
島
を
は
じ
め
、
日

本
各
地
で
相
次
い
だ
台
風
被
害
、
さ
ら
に

海
外
で
も
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
台
風
に
よ
り
甚

大
な
被
害
を
受
け
る
な
ど
、
自
然
災
害
の

脅
威
を
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ
つ
け
ら
れ
た
一

年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
当
町
に
お
い
て
は
、
東
日
本
大

震
災
に
よ
り
建
て
替
え
を
余
儀
な
く
な
さ

れ
た
茨
城
町
消
防
庁
舎
が
昨
年
４
月
に
完

成
。
同
じ
く
建
て
替
え
を
進
め
て
い
た
、

今
年
４
月
か
ら
統
合
校
（
青
葉
中
学
校
）

と
な
る
新
校
舎
も
昨
年
12
月
に
完
成
と
な

る
な
ど
、
震
災
か
ら
の
復
旧
も
大
詰
め
を

平
成
二
十
六
年
町
長
新
年
挨
拶

迎
え
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
昨
年
11
月

に
は
町
民
の
皆
さ
ま
に
も
ご
参
加
い
た
だ

い
た
「
茨
城
町
総
合
防
災
訓
練
」
を
実
施

し
、
防
災
力
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
は
町
民
の
皆
さ
ま
に
も
住

民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
住
民
説
明
会
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
通
し
て
ご
協
力
い
た

だ
い
た
、「
茨
城
町
第
５
次
総
合
計
画
後

期
基
本
計
画
」
の
実
施
初
年
度
で
も
あ
り

ま
し
た
。

　

本
計
画
で
掲
げ
る
「
人
づ
く
り
教
育
の

推
進
」「
産
業
の
活
力
創
造
」「
保
健
福
祉

の
充
実
」「
生
活
・
自
然
環
境
の
整
備
」「
防

災
力
の
向
上
」「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

の
６
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す

る
こ
と
に
よ
り
、
町
民
の
皆
さ
ま
が
郷
土

に
誇
り
と
愛
着
を
持
ち
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
の
全
て
の
人
々
が
安
全
・
安
心

に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
の
構

築
を
目
指
し
ま
す
。

　

本
年
も
引
き
続
き
、
町
が
目
標
と
す
る

町
の
将
来
像
「
安
全
・
安
心
で
活
力
あ
る

ま
ち　

い
ば
ら
き
」
の
実
現
に
向
け
て
、

各
種
政
策
を
実
行
し
て
参
り
ま
す
。
ど
う

ぞ
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
本
年
が
町
民
の
皆
様
に
と
り

ま
し
て
素
晴
ら
し
い
一
年
に
な
り
ま
す
こ

と
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

平成二十六年

謹
ん
で
新
春
の
ご
祝
詞
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健

や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
様
々
な
経
済

対
策
を
打
ち
だ
し
て
お
り
ま
す
が
、
私
た

ち
が
住
む
地
方
の
景
気
は
、
い
ま
だ
回
復

の
兆
し
が
見
え
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

更
に
、
十
七
年
ぶ
り
と
な
る
消
費
税
の

引
き
上
げ
が
、
昨
年
十
月
一
日
に
閣
議
決

定
さ
れ
、
今
年
四
月
よ
り
８
％
と
大
幅
に

増
額
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
私
た
ち
の
生

活
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸

念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
に
つ
い
て
も
、
す
で
に
交

渉
が
始
ま
り
、交
渉
の
行
方
に
よ
っ
て
は
、

日
本
の
農
業
の
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
る

こ
と
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
当
町
に
お
い
て
は
、

農
産
物
な
ど
を
利
用
し
た
加
工
品
づ
く
り

や
、
販
売
な
ど
新
た
な
取
り
組
み
を
進
め

て
お
り
、
今
後
さ
ら
に
商
品
が
増
え
、
町

の
特
産
品
と
し
て
定
着
し
、
町
の
活
性
化

に
繋
が
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

現
在
当
町
で
は
、
文
化
的
施
設
の
建
設

に
向
け
着
々
と
準
備
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
議
会
と
し
て
も
、
執
行
部
と
と
も
に

町
民
の
皆
様
が
親
し
み
や
す
く
、
気
軽
に

茨
城
町
議
会
議
長

小
貫　

和
通

さ
ら
な
る
町
活
性
化
へ
向
け
て

平
成
二
十
六
年
議
長
新
年
挨
拶

集
え
る
施
設
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
私
た
ち
議
会
議
員
は
、
町
民

の
皆
さ
ま
の
思
い
を
率
直
か
つ
謙
虚
に
受

け
止
め
、
議
会
の
果
た
す
べ
き
役
割
と
責

任
を
持
つ
と
と
も
に
、
国
政
の
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
、
町
議
会
と
し
て
の
機
能
を

高
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
町
民
か
ら
の
厚
い
信
頼
と
期
待

に
応
え
る
施
策
の
提
言
を
行
う
な
ど
茨
城

町
の
発
展
の
た
め
、議
会
一
丸
と
な
っ
て
、

安
全
・
安
心
で
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に

全
力
を
傾
注
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
今
後
と
も
町
議
会
に
対
し
ま

し
て
、
皆
さ
ま
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
こ
の
一
年
が
皆
様
方
に
と
っ
て
輝
か

し
い
も
の
で
あ
り
ま
す
よ
う
祈
念
い
た
し

ま
し
て
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

馬
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11
月
13
日
（
水
）、
第
４
回
元
気
料
理
コ
ン
テ

ス
ト
を
、
茨
城
町
観
光
協
会
や
茨
城
県
信
用
組
合

な
ど
７
機
関
の
後
援
の
も
と
、
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
ス
イ
ー
ツ
部
門
と
料
理
部
門
の
２
部

門
に
つ
い
て
募
集
し
、
13
人
の
方
か
ら
ス
イ
ー
ツ

６
点
、料
理
11
点
の
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

応
募
者
は
、
会
場
と
な
っ
た
パ
ル
シ
ス
テ
ム
茨
城

み
と
セ
ン
タ
ー
（
桜
の
郷
）
に
お
い
て
自
慢
の
逸

品
を
作
り
上
げ
、
審
査
会
に
臨
み
ま
し
た
。

　

審
査
員
は
茨
城
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
の
本
橋

氏
の
ほ
か
10
名
に
よ
り
行
わ
れ
、
最
優
秀
賞
の
ほ

か
各
賞
の
選
定
を
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
ス
イ
ー
ツ
部
門
の
最
優
秀
賞
に

岩
瀬
佳
江
さ
ん
（
上
雨
ヶ
谷
）
作
「
小
松
菜
の
マ

ド
レ
ー
ヌ
」
が
、
料
理
部
門
の
最
優
秀
賞
に
は
小

野
瀬
シ
ョ
イ
さ
ん
（
蕎
麦
原
）
作
「
米
を
使
っ
た

大
根
も
ち
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
（
そ
の
他
の
賞
に

つ
い
て
は
下
表
参
照
）。

　

本
橋
氏
か
ら
は
、「
ど
の
作
品
に
お
い
て
も
高

い
レ
ベ
ル
に
あ
り
、
ど
れ
も
商
品
化
で
き
る
可

能
性
が
あ
る
。
今
後
作
品
を
外
に
出
す
工
夫
が
必

要
。」
と
い
う
講
評
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
作
品
は
、
商
品
化
を
目
指
す
ほ
か
、

地
産
地
消
・
食
育
活
動
な
ど
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

わ
が
町
の
食
材
を
活
か
し
て
！

第
４
回
元
気
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

岩瀬さん 小野瀬さん 坂場さん 海老澤さん西連寺さん 飯田さん

●受賞作品一覧
作品名 出品者名（敬省略）

最優秀賞 小松菜のマドレーヌ 岩瀬　佳江
米を使った大根もち 小野瀬　ショイ

優秀賞 パンプキンムース 坂場　明子
さつまいもクリームワッフル 海老澤　麻衣
やまいものいももち 西連寺　元子
きのことさつま芋のグラタン 飯田　弘子

茨城町観光協会長賞 マロンプリン 大信　淳子
茨城町商工会長賞 さつまいものポタージュ 岩瀬　佳江
大涸沼漁業協同組合代表理事組合長賞 レンコン団子の二色揚げ 黒澤　幾乃
水戸農業協同組合代表理事組合長賞 パパイヤとしょうがの混ぜご飯 髙安　江津子
茨城県信用組合会長賞 食欲増進の健康佃煮 野地　いつ
イオンタウン水戸南モールマネージャー賞 しょう油こうじの栗おこわ 東ヶ﨑　雅美
生活協同組合パルシステム茨城理事長賞 さつま芋入り混ぜご飯 川又　良枝
地産地消奨励賞 さつまいものシフォンケーキ 飯田　弘子

栗の茶巾しぼりにプラスワン !! 東ヶ﨑　雅美
野菜とおからの肉巻き 竹村　景子
かぼちゃとナッツの秋のサラダ 大信　淳子

元気料理コンテスト最優秀作品のレシピと作り方元気料理コンテスト最優秀作品のレシピと作り方

小松菜のマドレーヌ
小松菜　３株　　小麦粉　80g
砂糖　80g　　バター　80g
卵　２個　　
ベーキングパウダー　小さじ１／３

（出品者コメント）子供に野菜を食
べてもらいたくて考えました。ミキ
サーで簡単にできるので、皆さんぜ
ひお試しください。

１．�小松菜は柔らかく茹で、
水気を切っておく。

２．�小松菜と卵をミキサーに
かける。

３．�バターと砂糖をよく混ぜ、
小松菜を入れる。粉を入
れてざっくりと混ぜる。

４．オーブンで焼く。

（審査員講評）小松菜の緑が良く出ていて、きれい。分量がよく考え
られ、すぐにでも商品化できる。地元産の消費拡大につながる。

【問合せ先】農業政策課　☎２４０－７１１８

新
築
・
増
築
の
家
屋
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

　

新
築
・
増
築
さ
れ
た
家
屋
（
住
宅
や
物
置
、
車
庫
な
ど
）
は
、
固
定

資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
税
務
課
で
は
、
そ
の
税
額
の
基
礎
と
な
る

評
価
額
を
算
出
す
る
た
め
に
、
家
屋
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

家
屋
調
査
を
行
う
場
合
に
は
、
家
屋
の
完
成
後
、
所
有
者
か
ら
の
申

告
（
連
絡
）
も
し
く
は
、
訪
問
や
電
話
連
絡
に
よ
り
調
査
日
時
を
調
整

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
調
査
に
か
か
る
時
間
は
、
建
物
の
規
模
等
に

も
よ
り
ま
す
が
、
約
１
時
間
程
度
で
す
。
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

調
査
当
日
に
ご
用
意
い
た
だ
く
も
の

　

○
家
屋
の
間
取
り
や
寸
法
が
わ
か
る
平
面
図
・
立
面
図
の
写
し

　

○�

長
期
優
良
住
宅
認
定
通
知
書
の
写
し
（
住
宅
が
認
定
を
受
け
て
い

る
場
合
）

　

○
建
築
確
認
書
一
式

※
家
屋
（
住
宅
や
物
置
な
ど
）
を
取
り
壊
し
た
と
き
は
、
税
務
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
、
家
屋
課
税
台
帳
を
抹

消
し
な
い
と
今
後
も
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
取
り
壊
し

た
際
に
は
必
ず
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

固
定
資
産
税
の
納
付
書
は
、
毎
年
４
月
に
送
付
さ
れ
ま
す
。
納
付
書

が
届
き
ま
し
た
ら
、
必
ず
課
税
明
細
書
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
課
税

明
細
書
と
現
況
（
土
地
の
筆
数
や
地
目
、
建
物
の
棟
数
な
ど
）
に
相
違

が
あ
る
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】
税
務
課　

☎ （
２
４
０
）
７
１
１
４
（
直
通
）

米を使った大根もち
米　1.5 合　　干エビ　50g
大根１／２本　200g
干ししいたけ　50g
ベーコン　50g　　塩　小さじ半分

（出品者コメント）米粉に水でなく、
大根の汁を使ってこねたことがポイ
ント。簡単なので多くの人につくっ
てほしいと思います。

１．米をすり鉢で粉にする。
２．�大根をすりおろす。大根

の汁も使う。
３．�干しエビ、干しシイタケ

を戻してみじん切りにす
る。戻し汁も使う。

４．�ベーコンをみじん切りに
する。

５．�１～４を全て合わせて蒸
し器で 40 分蒸し、冷ます。

６．�冷ました後切り、両面を
こんがり焼く。

（審査員講評）新しいジャンルの
料理。地元のものを発信できる
料理になっていることが良い。
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水
戸
税
務
署
か
ら
確
定
申
告
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

①
確
定
申
告
会
場
が
、「
中
央
ビ
ル
４
階
」
に
変
わ
り
ま
す
。

▼
場
所　

水
戸
市
泉
町
２

－

３

－

２

▼
開
設
期
間
（
土
、
日
曜
日
を
除
く
）

　

平
成
26
年
２
月
12
日
（
水
）
～
３
月
17
日
（
月
）

※�

開
設
期
間
中
、
水
戸
税
務
署
の
庁
舎
で
は
申
告
相
談
を

行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※�

会
場
施
設
に
は
無
料
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
公

共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
・
ご
不
明
な
点
は
、水
戸
税
務
署
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

②
復
興
特
別
所
得
税
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
か
ら
平
成
49
年
分
ま
で
の
各
年
分
に
つ
い
て

は
、
所
得
税
と
併
せ
て
復
興
特
別
所
得
税
の
申
告
及
び
納

付
を
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

復
興
特
別
所
得
税
の
額
は
、
各
年
分
の
基
準
所
得
税
額

（
原
則
と
し
て
、
そ
の
年
分
の
所
得
税
額
）
に
２
．
１
％
の

税
率
を
掛
け
て
計
算
し
た
金
額
で
す
。

　

復
興
特
別
所
得
税
＝
基
準
所
得
税
額
×
２
．
１
％

③
公
的
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
へ

　

平
成
23
年
分
以
後
の
各
年
分
に
お
い
て
、
公
的
年
金
等

の
収
入
金
額
の
合
計
額
が
４
０
０
万
円
以
下
で
あ
り
、
か

つ
、
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得
金
額
が

20
万
円
以
下
で
あ
る
場
合
に
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
水
戸
税
務
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

※
所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、

町
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】　

水
戸
税
務
署

☎
０
２
９
（
２
３
１
）
４
２
１
１　

※
自
動
音
声
案
内

○会場までのご案内
【バス】水戸駅北口より④⑤⑥⑦番バス乗り場
大工町方面　「泉町１丁目」バス停下車
※ご注意
④番から出発する「水戸市内循環バス」は「外回り」を
ご利用ください。

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

町
民
税
・
県
民
税
申
告
、
確
定
申
告
に
つ
い
て

期
間
：
平
成
26
年
２
月
17
日
～
３
月
17
日（
月
）

（
土
日
は
除
き
ま
す
が
、
２
月
23
日
、
３
月
２

日
の
二
日
間
の
日
曜
日
は
実
施
し
ま
す
。）

時
間
：
午
前
８
時
45
分
～
午
後
４
時

会
場
：
茨
城
町
役
場
２
階
大
会
議
室

【
注
意
事
項
】

　

青
色
申
告
、
贈
与
税
、
消
費
税
の
申
告
受
付
は
役
場
で

は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
分
離
課
税
申
告
（
土
地
・
建
物
・

株
式
等
の
譲
渡
所
得
、
上
場
株
式
等
の
配
当
所
得
、
先
物

取
引
に
係
る
雑
所
得
等
）、
新
規
で
住
宅
借
入
金
等
特
別

控
除
（
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
）
や
住
宅
関
連
の
特
別
控
除
を

受
け
る
方
な
ど
、
高
度
な
判
断
を
要
す
る
確
定
申
告
は
水

戸
税
務
署
申
告
会
場
で
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。ま
た
、

茨
城
町
役
場
申
告
相
談
会
場
で
は
税
務
署
受
付
印
の
押
印

は
で
き
ま
せ
ん
。

◆
町
・
県
民
税
均
等
割
税
率
の
改
正

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
や
防

災
の
施
策
に
要
す
る
費
用
の
財
源
を

確
保
す
る
た
め
の
臨
時
措
置
と
し

て
、
平
成
26
年
度
か
ら
平
成
35
年
度

ま
で
町
・
県
民
税
均
等
割
額
に
復
興

特
別
税
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
５
０
０
円

が
加
算
さ
れ
ま
す
。

均等割 改正前
（平成 25 年度まで）

改正後
（平成 26 年度から
平成 35 年度まで）

県民税 2,000 円 2,500 円
町民税 3,000 円 3,500 円
合　計 5,000 円 6,000 円

◆
「
ふ
る
さ
と
寄
付
金
」
に
か
か
る
税
額
控
除
の

見
直
し

　

ふ
る
さ
と
寄
付
金
（
都
道
府
県
又
は
市
区
町

村
に
対
す
る
寄
付
金
）
を
行
っ
た
場
合
、
所

得
税
で
寄
付
金
控
除
と
町
・
県
民
税
の
寄
付

金
税
額
控
除
に
よ
り
、
寄
付
金
額
の
う
ち
２
，

０
０
０
円
を
超
え
る
額
に
つ
い
て
全
額
控
除
で

き
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
か

ら
国
税
で
復
興
特
別
所
得
税
（
２
．
１
％
）
が

課
税
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
所
得
税
で
寄
付
金

控
除
の
適
用
を
受
け
る
場
合
は
、
復
興
特
別
所

得
税
分
へ
も
反
映
す
る
た
め
、
ふ
る
さ
と
寄
付

金
に
係
る
町
・
県
民
税
の
特
例
控
除
額
が
調
整

さ
れ
ま
す
。

◆
給
与
所
得
控
除
の
改
正
（
給
与
所
得
控
除
の

上
限
設
定
）

　

そ
の
年
中
の
給
与
等
の
収
入
金
額
が
１
，

５
０
０
万
円
を
超
え
る
場
合
の
給
与
所
得
控
除

額
に
つ
い
て
、
２
４
５
万
円
の
上
限
が
設
け
ら
れ

ま
し
た
。

◆
公
的
年
金
所
得
者
が
寡
婦
（
寡
夫
）
控
除
を

受
け
よ
う
と
す
る
場
合
の
町
・
県
民
税
申
告
手

続
き
の
簡
素
化

　

公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
以
外
の
所
得
を
有

し
な
か
っ
た
方
が
、
寡
婦
（
寡
夫
）
控
除
を
受

け
よ
う
と
す
る
場
合
の
町
・
県
民
税
の
申
告
書

の
提
出
を
不
要
と
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

※
た
だ
し
、
年
金
保
険
者
に
提
出
す
る
扶
養
控

除
申
告
書
に
「
寡
婦
（
寡
夫
）」
の
記
載
を
忘
れ

た
り
、
扶
養
控
除
申
告
書
を
提
出
し
な
か
っ
た

方
は
、「
寡
婦
（
寡
夫
）」
の
控
除
が
適
用
さ
れ

ま
せ
ん
。
控
除
の
適
用
に
あ
た
っ
て
は
、
確
定
申

告
又
は
町
・
県
民
税
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◆
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
に
つ
い
て

　

所
得
税
の
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
の
適

用
者
（
平
成
26
年
か

ら
平
成
29
年
ま
で
の

入
居
者
）
に
つ
い

て
、
所
得
税
か
ら
控

除
し
き
れ
な
か
っ
た

額
を
、
下
記
の
控
除

限
度
額
の
範
囲
内
で

町
・
県
民
税
か
ら
控

除
し
ま
す
。

◆
上
場
株
式
等
の
配
当
及
び
譲
渡
所
得
等
に
か

か
る
軽
減
税
率
の
廃
止
に
つ
い
て

　

上
場
株
式
等
の
配
当
所
得
や
譲
渡
所
得
に

か
か
る
税
率
は
平
成
25
年
末
を
も
っ
て
10
％
の

軽
減
税
率
を
廃
止
し
、
平
成
26
年
か
ら
は
税
率

20
％
（
所
得
税
15
％
、
町
・
県
民
税
５
％
）
と

な
り
ま
す
。

◆
障
害
者
控
除
及
び
特
別
障
害
者
控
除
に
つ
い
て

　

本
人
及
び
扶
養
親
族
が
障
害
者
控
除
及
び
特

別
障
害
者
控
除
を
受
け
ら
れ
る
場
合
、
障
害
の

程
度
を
確
認
す
る
た
め
、必
ず
「
障
害
者
手
帳
」

又
は
、
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
な
ど
が

社
会
福
祉
課
か
ら
発
行
さ
れ
る
「
障
害
者
控
除

対
象
者
認
定
書
」
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

居住年
現行（～平成
25 年 12 月）

平 成 26 年 １
月～３月

平 成 26 年 ４
月 ～ 平 成 29
年 12 月

控除
限度額 ５％

（最高
９．７５万円）

５％
（最高

９．７５万円）

７％
（最高

13．65 万円）

所得税の課税所得金額等の

◆
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
雑
損
控
除
に
つ
い
て

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
住
宅
等
の
資
産
に
損

害
を
受
け
た
方
は
、
町
・
県
民
税
申
告
、
ま
た

は
確
定
申
告
に
お
い
て
雑
損
控
除
の
申
告
を
す

る
こ
と
に
よ
り
、減
税
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
細
は
、
水
戸
税
務
署
か
町
税
務
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
農
業
所
得
に
つ
い
て

　

農
業
所
得
の
あ
る
方
は
、
収
入
金
額
（
売
上

げ
）
か
ら
必
要
経
費
を
差
し
引
い
て
申
告
す
る

収
支
計
算
に
よ
る
申
告
に
な
り
ま
す
。
自
家
用

も
し
く
は
贈
答
用
と
し
て
収
穫
さ
れ
て
い
る
方

も
、収
支
計
算
に
よ
る
申
告
に
な
り
ま
す
の
で
、

十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
収
支
計
算
と
は
？

　

収
支
計
算
を
す
る
に
は
、
出
荷
伝
票
や
領
収

書
を
集
計
し
、
そ
の
年
の
収
入
金
額
か
ら
必
要

経
費
を
差
し
引
い
て
所
得
を
計
算
す
る
方
法
に

な
り
ま
す
。
伝
票
の
紛
失
や
集
計
の
漏
れ
を
避

け
る
た
め
に
も
、
帳
簿
等
へ
記
帳
す
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

◎
青
色
申
告
を
す
る
と

　

青
色
申
告
を
す
る
と
、
青
色
申
告
特
別
控
除

や
青
色
事
業
専
従
者
給
与
な
ど
の
特
典
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
水
戸
税
務
署
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
申
告
の
準
備
と
お
願
い

　

申
告
に
は
、
出
荷
伝
票
な
ど
の
収
入
金
額
が

わ
か
る
書
類
と
、
領
収
書
な
ど
の
支
払
い
金
額

（
必
要
経
費
）
が
わ
か
る
書
類
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
を
ま
と
め
て
１
年
間
の

収
入
・
支
出
を
収
支
計
算
書
に
記
載
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、
帳
簿
等
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
申
告
時
間
の
短
縮
と
申
告
会
場
の
混
雑
解

消
の
た
め
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◎
家
事
消
費
の
み
（
販
売
を
し
て
い
な
い
）
の

方
は
、
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
医
療
費
控
除
に
つ
い
て

◎
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
、
事
前
に
領
収

書
の
合
計
金
額
を
計
算
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
お
願
い

◎
税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ
た
確
定
申
告
書
を
お

持
ち
の
方
（
営
業
や
農
業
な
ど
の
事
業
所
得
・

不
動
産
所
得
・
土
地
等
の
譲
渡
所
得
が
あ
る
方
）

は
、
税
務
署
の
会
場
「
中
央
ビ
ル
４
階
」
で
の

申
告
と
な
り
ま
す
。

※
次
に
該
当
す
る
方
も
税
務
署
の
会
場
で
申
告

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

①
土
地
・
株
式
等
の
譲
渡
所
得
、
退
職
所
得
お

よ
び
損
失
を
申
告
す
る
方

②
所
得
税
の
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け

る
方

③
青
色
申
告
を
す
る
方

◎
所
得
税
の
還
付
申
告
に
つ
い
て
は
、
１
月
か
ら

税
務
署
で
受
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
混
み
合
う

前
に
提
出
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

◎
例
年
、
申
告
会
場
は
大
変
混
み
合
い
ま
す
。

円
滑
な
受
付
を
行
う
た
め
、
事
業
（
営
業
・
農

業
な
ど
）
や
不
動
産
の
収
入
が
あ
る
方
は
、
領

収
書
を
科
目
別
に
集
計
し
て
お
く
な
ど
事
前
に

書
類
を
整
理
し
、
ご
自
身
で
内
訳
書
を
作
成
し

て
会
場
に
お
持
ち
く
だ
さ
る
よ
う
、
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】
水
戸
税
務
署　

　

☎
０
２
９
（
２
３
１
）
４
２
１
１

　

茨
城
町
税
務
課　

☎
（
２
４
０
）
７
１
１
４
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健康増進課から料理教室のご案内です！

健康長寿のための料理教室

　「元気で長生き」をするためには、好き嫌いなく食べること。一度、毎日のお食事に視点を向
けてみませんか。
　男女問わず、料理の経験がある方もない方も、お気軽にご参加ください。おひとりでの参加も
お待ちしております。教室でぜひお友達作りをしましょう。

日　時：平成26年２月 17日（月）
　　　　　午前９時30分～正午終了予定（９時15分～受付）
場　所：ゆうゆう館内保健センター　栄養指導室
参加費：200円（材料費）
対　象：65歳以上の方（定員20名）
持参するもの : エプロン、三角巾、米１合
申込方法：１月31日（金）までに、健康増進課にお申し込みください。

【問合せ先】健康増進課　☎２４０－７１３４

申込方法：１月31日（金）までに、健康増進課にお申し込みください。

政
治
倫
理
審
査
会
委
員
を
公
募
し
ま
す

茨
城
町
政
治
倫
理
審
査
会
委
員
は
、
政
治

倫
理
の
確
立
の
た
め
適
切
な
処
理
を
行
う
重

要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
す
。
制
度
に
関

心
の
あ
る
方
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

☆
応
募
資
格　

地
方
自
治
の
本
旨
に
理
解

が
あ
り
、
地
方
自
治
法
第
18
条
に
定
め
る

選
挙
権
を
有
す
る
町
民
。
た
だ
し
、
町
長
、

副
町
長
、
教
育
長
及
び
議
員
の
２
親
等
以

内
の
親
族
及
び
同
居
の
親
族
並
び
に
町
一

般
職
員
で
あ
る
者
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

☆
職
務　

町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
及
び

議
員
が
、
政
治
倫
理
基
準
・
遵
守
事
項
に
反

す
る
行
為
を
し
た
疑
い
に
対
し
て
町
民
か
ら

請
求
が
あ
っ
た
場
合
に
、
当
該
事
実
の
調
査

や
審
査
を
行
い
ま
す
。（
守
秘
義
務
を
負
う
）

☆
報
酬　
　

町
の
条
例
で
定
め
る
額

☆
募
集
人
数　

２
人

☆
任
期　

２
年

☆
応
募
方
法　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
）

を
作
成
し
、
履
歴
書
上
段
の
欄
外
に
「
政

治
倫
理
審
査
会
委
員
応
募
」と
記
載
の
上
、

郵
送
又
は
総
務
課
ま
で
持
参
願
い
ま
す
。

☆
締
切　

平
成
26
年
１
月
31
日（
金
）必
着

☆
選
任
決
定　

公
募
に
応
じ
た
者
の
う
ち
か

ら
、議
会
の
同
意
を
得
て
町
長
が
委
嘱
し
ま
す
。

☆
提
出
先　

　

〒
３
１
１

－

３
１
９
２　

　

茨
城
町
大
字
小
堤
１
０
８
０
番
地

　

茨
城
町
総
務
課
行
政
グ
ル
ー
プ

【
問
合
せ
先
】
総
務
課

　

☎
（
２
４
０
）
７
１
２
５
（
直
通
）

皆で楽しく環境を学ぼう！
「茨城町の環境を良くする会」に入会しませんか？

　
「
茨
城
町
の
環
境
を
良
く
す
る
会
」
は
、
町
民
、

市
民
団
体
、
事
業
者
、
行
政
（
以
降
町
民
等
と
い

い
ま
す
）
が
互
い
に
協
力
し
、
茨
城
町
の
自
然
環

境
の
保
全
を
目
的
と
し
て
、
平
成
26
年
３
月
中
に

設
立
予
定
の
団
体
で
す
。

　

茨
城
町
に
在
住
、
通
勤
、
通
学
、
ま
た
は
活
動

し
て
い
る
個
人
、
家
族
、
団
体
、
事
業
所
で
、
環

境
に
興
味
や
関
心
が
あ
り
、
一
緒
に
活
動
し
て
い

た
だ
け
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
入
会
く
だ
さ
い
。 

◆
「
茨
城
町
の
環
境
を
良
く
す
る
会
」
っ
て
？ 

　

茨
城
町
が
目
指
す
環
境
将
来
像
「
自
然
を
愛
し

人
も
生
き
も
の
も　

安
ら
げ
る
ま
ち　

い
ば
ら

き
」
実
現
の
た
め
の
活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

水
質
汚
濁
や
ご
み
の
不
法
投
棄
、
地
球
温
暖
化

問
題
な
ど
の
環
境
問
題
や
、
茨
城
町
に
生
息
す
る

多
様
な
生
物
の
生
態
系
な
ど
、
幅
広
い
分
野
で
環

境
に
つ
い
て
学
び
、
自
ら
率
先
し
て
行
動
す
る
こ

と
で
町
全
体
の
環
境
意
識
が
向
上
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

◆
何
を
す
る
会
な
の
？

　

当
会
の
目
的
の
達
成
に
向
け
て
、
次
の
こ
と
を

実
施
す
る
予
定
で
す
。 

　

・ 

フ
ィ
ー
ル
ド
に
出
て
、
自
然
を
学
ぼ
う
！
涸

沼
自
然
観
察
会
！ 

　

・ 

水
と
生
き
も
の
を
さ
さ
え
る
豊
か
な
森
を
み

ん
な
で
育
て
よ
う
！

　

・ 

田
ん
ぼ
っ
て
こ
ん
な
に
す
ご
い
ん
だ
！
田
ん

ぼ
の
生
き
も
の
観
察
会
。

　

・ 

作
ろ
う
！
み
ん
な
の
気
持
ち
を
看
板
に
! !

　
　

環
境
保
全
啓
発
看
板
の
作
成
。 

　

・
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
企
画
・
運
営

　

・ 

そ
の
他
の
活
動
は
、
会
員
同
士
の
話
し
合
い

で
決
定
し
て
い
き
ま
す
。

◆
入
会
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
？ 

　

活
動
の
輪
が
広
が
り
、
住
民
の
意
識
が
変
わ
る

こ
と
で
、
茨
城
町
の
環
境
が
良
く
な
っ
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
参
加
者
に
は
活
動
を
通
し
て
次
の
よ

う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

○ 

環
境
に
関
し
て
学
ぶ
場
、
実
践
す
る
場
が
得
ら

れ
ま
す
。 

○
子
ど
も
の
環
境
教
育
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

○ 

親
子
で
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
家
族
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
広
が
り
ま
す
。 

○
人
の
つ
な
が
り
が
で
き
ま
す
。 

○
環
境
に
関
す
る
情
報
が
得
ら
れ
ま
す
。 

○
事
業
所
や
団
体
等
の
Ｐ
Ｒ
に
な
り
ま
す
。 

◆
入
会
で
き
る
人
は
？

　

茨
城
町
に
在
住
、
通
勤
通
学
、
ま
た
は
活
動
し

て
い
る
個
人
、
家
族
、
団
体
、
事
業
所
で
、
会
の

目
的
に
賛
同
す
る
方
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
入

会
で
き
ま
す
。

◆
入
会
す
る
に
は
？

 

こ
の
会
に
は
、
個
人
、
家
族
、
団
体
、
事
業
所

等
ど
な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。 

　

実
施
す
る
事
業
費
や
会
の
運
営
費
と
し
て
、
次

の
年
会
費
が
か
か
り
ま
す
。 

　

個
人
・
家
族
会
員　
　
　
　

５
０
０
円
／
１
口 

　

団
体
会
員　
　
　
　
　

１
，
０
０
０
円
／
１
口 

　

事
業
所
会
員　
　
　
　

１
，
０
０
０
円
／
１
口 

◆
入
会
申
込
先 

　

茨
城
町
生
活
経
済
部
み
ど
り
環
境
課　

環
境
グ

ル
ー
プ　

担
当
：
田
口
・
清
水 

　

☎ 

０
２
９
（
２
４
０
）
７
１
３
５　
　
　

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
２
９
（
２
９
２
）
１
１
９
３ 

　

※ 

み
ど
り
環
境
課
窓
口
に
用
意
し
て
あ
る
「
入

会
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。 

　

※ 

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
、
み
ど
り
環
境
課
の

ペ
ー
ジ
に
あ
る
、「
入
会
申
込
書
」
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
、
メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に

て
申
し
込
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

　

※ 

年
会
費
に
つ
い
て
は
、
設
立
総
会
時
に
徴
収

い
た
し
ま
す
。
設
立
総
会
に
出
席
で
き
な
い

場
合
は
、
お
手
数
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
み

ど
り
環
境
課
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】
み
ど
り
環
境
課

　

☎
（
２
４
０
）
７
１
３
５

“みんなで学び　みんなで守ろう　豊かな自然と命のつながり” 

不動産公売のご案内
　茨城租税債権管理機構では、一般の方も参加でき
る入札により不動産を公売します。
　当日午後０時 50 分から受付を開始し、午後１時
から入札についての説明を行います。
　当機構ホームページで詳しい内容がご覧いただけま
す。また、ご質問等ございましたらお問い合わせください。
◆日時　平成 26 年３月４日（火）　
　　　　午後１時 20 分～午後２時
◆場所　水戸合同庁舎２階大会議室（水戸市柵町１－３－１）
◆公売対象不動産
　売却区分番号「２５－１５６」
　見積価格　270,000 円（公売保証金 30,000 円）
　財産の表示（登記簿による表示）
　　（所在）　東茨城郡茨城町大字木部字境町
　　（地番）　57 番、58 番　（地目）　両地番とも田
　　（地積）両地番とも 595 ㎡
◆その他　①中止になる場合があります。
　　　　　② 農地につき「買受適格証明書」の提出が

必要です。（当該証明書の申請期限等詳細
は茨城町農業委員会へお問合せください。）

【問合せ先】茨城租税債権管理機構
　　　　　　☎０２９－２２５－１２２１
ホームページアドレス　http://www.ibaraki－ sozei.jp/
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町子育て支援センターでは、子育て親子に寄り添いながら、親子のふれあいと子どもとの絆づくりを大切にした活動を行っています。

★子育て相談・定期相談日★
・日　時：３日（月）17 日（月）
　　　 　午前９時 30 分～正午
・受付場所： 子育て支援センター

事務室
＊ 町保健センター等の関係機関
と連携しています。

～ 遊 び に お い で よ ～

遊戯室『まんまるーむ』開放：日曜、祝日を除き午前９時から午後５時まで
１月30日（木）は子育てセミナー「スマイル講座」の保育として使用するため、遊戯室の利用は午後１時からとなります。

★　読み聞かせ　★
・日　時：５日（水）19 日（水）
　　　　　午前10時 45分～11時
・場　所：遊戯室
　　　　　「まんまるーむ」
＊ 子育てボランティアによる読
み聞かせを予定しています。

★　『ミニ・セミナー』　★
・実施時間：10 分程度
・場　　所：遊戯室「まんまるーむ」
・ 内　　容：歌、手遊び、ふれ
あい遊び、ふれあい体操　読
み聞かせ、伝承遊び　など
－随時実施致します－

≪わいわい発表会≫
３月14日（金）時間：午前10時から正午まで
～たくさんの温かい思いに包まれて、

親子ふれあいのひとときを…～
◎保健師による健康・育児相談・身体測定
◎ 管理栄養士による食の相談、乳幼児食のメ
ニュー紹介
◎ 子育てボランティア、関係各機関（団体）
の方々による発表
◎ 町内各幼児施設、関係各機関（団体）の子
育て支援情報の提供

「子育てボランティア」　　　　
　　　　　　　随時募集中

　子育て支援センターでは、安心して「子育て・子育ち」
ができる環境を整えることを目的に、「子育てボランティ
ア」を募集しています。
　ボランティアの皆さまには、子育て支援センター事業
における子育て親子を対象とした事業に参加していただ
き、親子との活動を楽しみながら、親子の支援にご協力
をしていただいております。
　子育てボランティアとしての参加の仕方は様々です。
　子育て親子に関わりたい方、詳細をお聞きになりたい方
は、ぜひ子育て支援センターまでお問い合わせください。

詳細はお問い合わせください。
【問合せ先】保健福祉部こども課　子育て支援センター　☎２９１－０９８０（直通）茨城町総合福祉センター「ゆうゆう館」

新
し
い
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が

決
ま
り
ま
し
た
！

　

皆
さ
ん
の
地
域
の
新
し
い
民
生
委
員
・
児
童
委

員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地
域
で
援
助
を
必

要
と
す
る
住
民
に
対
し
て
、
相
談
や
援
助
、
社
会

福
祉
事
業
所
等
と
の
連
携
協
力
な
ど
、
社
会
福
祉

の
精
神
に
基
づ
く
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

福
祉
に
関
す
る
相
談
は
、
地
区
担
当
の
委
員
ま

た
は
社
会
福
祉
課
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
機
会
に
自
分
の
地
域
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

茨城町民生委員・児童委員名簿

担　当　地　区 氏　名 電話番号

長岡（坂上） 浅　野　榮　子 292－5035
長岡（坂下・町営長岡団地）黒　田　洋　子 292－6130
長岡第二，前田第三の一部 小　澤　二三子 292－1883
矢頭（東区の一部・町営
矢頭団地） 青　山　美枝子 292－8432

矢頭（東区・北区の一部） 小　川　伊勢子 292－3053
矢頭（西区・中丸原） 片　上　朋　子 292－1056
植農 山　口　成　子 292－2729
谷田部 大　瀧　かつ子 292－1826
小鶴 佐　藤　政　代 292－2906
小鶴 河　西　せつ子 292－6815
小鶴，三島 中　村　千鶴子 291－0778
前田第一 入之内　勝　子 292－1560
前田団地 星　野　公　光 292－1957
前田東，前田第三の一部 細　萱　　　猛 292－9077
下郷，大山原 飯　塚　美智子 292－1568
大畑，上郷，馬渡 雨　谷　和　人 292－5452
明光台団地，桜団地 春　秋　正　弘 291－0710
常井，近藤，瑞穂，桜の郷 安　田　やい子 291－1322
木部西部，木部東部 山　口　　　稔 291－2157
木部南部，上飯沼南部 山　中　　　平 292－3184
飯沼，上飯沼 東ヶ崎　静　仁 292－1266
下飯沼 高　安　テル子 292－2058
下土師 皆　塚　恵美子 292－3830
赤坂，桜丘団地 田　口　孝　子 292－3648
奥谷，サングリーン奥谷 上　田　三　郎 292－1692
越安，蕎麦原，駒渡，千勝 萩　谷　キヌ子 292－4521
野曽，野曽後谷 佐久間　洋　一 292－5500
南栗崎，南川又 田　口　すい子 292－5853
秋葉 宇佐美　昌　子 292－1349
南島田，神谷 田　家　正　雄 292－1132
増山，坂東 上　野　加代子 292－1887
鳥羽田 鳥羽田　博　之 292－4703
下雨谷，生井沢 上　田　正　信 292－4633
上雨谷，下座 天　神　健　一 292－4747
小幡 皆　川　靖　夫 292－5194
五里峰 奥　谷　健　一 292－5204
古宿，千貫桜 米　川　富　彦 292－2439
小堤 松　浦　孝　之 292－1566
小堤 間　宮　洋　子 292－2111

担　当　地　区 氏　名 電話番号

駒場 長谷川　美代子 292－1486
神宿，本郷 木野内　　　壽 293－6567
海老沢 田　山　　　操 293－6196
城之内 小　橋　嘉　男 293－8663
宮ケ崎 鈴　木　紀　子 293－6113
宮ケ崎第四，昭和 竹　下　道　子 293－8324
宮ケ崎第五，宮ケ崎第六，日進 加　藤　寿　一 293－8637
網掛 大　川　正　一 293－6471
船渡，飯塚 飯　田　慶　子 293－6224
東永寺，飯塚 野　口　　　一 293－8218
中山，矢頭（北区の一部） 加茂川　玉　枝 293－7057
新興，前原，金沢 武　藤　栄　光 293－7082
中石崎，桝原 大　和　惠　子 293－9339
長洲 海老沢　良　一 293－9277
遠西，後谷，宮前 外　岡　清　美 293－7542
前谷，台 横須賀　康　則 293－9375
若宮 坂　場　利　治 293－9381
明光中学区（主任児童委員）越　藤　留美子 292－5923
明光中学区（主任児童委員）大　貫　光　一 293－7034
桜丘中学区（主任児童委員）別　所　恵　子 292－1818
梅香中学区（主任児童委員）岩　瀬　久美子 292－1011

平成 25 年 12 月１日現在

認
定
こ
ど
も
園　

２
月
の
予
定

長
岡
幼
稚
園

３
日
（
月
）
豆
ま
き
集
会

　
　
　
　
　
（
園
児
と
の
交
流
）

５
日
（
水
）
親
子
ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム

13
日
（
木
）
読
み
聞
か
せ

　
　
　
　
　
（
保
護
者
・
保
育
士
）

17
日
（
月
）
親
子
ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム

　
　
　
　
　
（
身
体
測
定
）

19
日
（
水
）
誕
生
会

21
日
（
金
）
な
か
よ
く
あ
そ
ぼ
う

　
　
　
　
　
（
サ
ー
キ
ッ
ト
遊
び
）

25
日
（
火
）
つ
く
っ
て
あ
そ
ぼ
う

　
　
　
　
　
（
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
お
家
）

【
問
合
せ
先
】
☎
（
２
９
２
）
４
０
１
９

沼
前
幼
稚
園

３
日
（
月
）
節
分
集
会

７
日
（
金
）
読
み
聞
か
せ

　
　
　
　
　
（「
し
ら
ゆ
き
ひ
め
」
に
よ
る
）

13
日
（
木
）
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば

18
日
（
火
）
リ
ズ
ム
で
ル
ン
ル
ン

（
動
き
や
す
い
服
装
、
飲
み
物
持
参
）

20
日
（
木
）
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば

　
　
　
　
　
（
２
月
の
誕
生
会
）

25
日
（
火
）
わ
く
わ
く
リ
サ
イ
ク
ル
（
ひ
な
人
形
）

（
牛
乳
パ
ッ
ク
１
㍑
１
本
、
ヤ
ク
ル
ト
の

容
器
２
本
、折
り
紙
、の
り
、ハ
サ
ミ
持
参
）

【
問
合
せ
先
】
☎
（
２
９
３
）
９
２
０
９

さ
く
ら
保
育
園

３
日
（
月
）
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
＆
自
由
遊
び

10
日
（
月
）
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
＆
自
由
遊
び

17
日
（
月
）
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
＆
自
由
遊
び

20
日
（
木
）
バ
ー
ス
デ
ィ
・
パ
ー
テ
ィ
❤

24
日
（
月
）
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
＆
自
由
遊
び

27
日
（
木
）
ひ
な
ま
つ
り
会
☆

【
問
合
せ
先
】（
２
１
９
）
０
０
０
７

飯
沼
保
育
園

３
日
（
月
） 

制
作
【
お
面
】
豆
ま
き
会

　
　
　
　
　
（
要
予
約
）

５
日
（
水
）
新
聞
紙
遊
び

　
　
　
　
　

ボ
ー
ド
シ
ア
タ
ー

７
日
（
金
） 

制
作
【
寿
司
】
回
転
寿
司
屋

さ
ん
ご
っ
こ

12
日
（
水
）
絵
画
【
絵
具
遊
び
】

　
　
　
　
　

に
じ
み
絵

14
日
（
金
）
風
船
遊
び　

読
み
聞
か
せ

19
日
（
水
）
制
作
【
お
面
】
劇
遊
び

20
日
（
木
）
誕
生
会
（
要
予
約
）

21
日
（
金
） 

各
ク
ラ
ス
で
の
体
験
保
育

　
　
　
　
　
（
要
予
約
）

26
日
（
水
） 

体
操【
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
・
マ
ッ

ト
・
平
均
台
・
跳
び
箱
】

28
日
（
金
） 

制
作
【
ひ
な
人
形
】

　
　
　
　
　

読
み
聞
か
せ

※
要
予
約
の
活
動
は
、
３
日
〜
10
日
の
午

前
10
時
〜
午
後
４
時
で
受
付
け
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】
☎
（
２
９
２
）
６
８
６
８

い
ば
ら
き
幼
稚
園
・
い
ば
ら
き
中
央
保
育
園

４
日
（
火
）
も
う
す
ぐ
春
だ
よ
！

７
日
（
金
） 

全
身
の
こ
り
を
ス
ト
レ
ッ
チ

で
や
わ
ら
げ
よ
う
！

18
日
（
火
）
つ
く
っ
て
遊
ぼ
う
♪

21
日
（
金
）
ダ
イ
エ
ッ
ト
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

【
問
合
せ
先
】

☎
幼
稚
園
（
２
９
２
）
０
１
６
２

　

保
育
園
（
２
９
２
）
１
２
０
７

※
各
園
の
活
動
時
間
や
、
園
庭
開
放
の
時

間
な
ど
は
、
お
知
ら
せ
版
12
月
15
日
号
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
各
園
に
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

【問合せ先】　社会福祉課　　☎（２４０）７１１２

民生委員・児童委員委嘱状交付式

子 育 て 支 援 セ ン タ ー 2月
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11/20
（水） 学校給食に常陸牛

　地産地消強化月間にあわせ、常陸牛振興協会が茨城町の学校給食にと、常陸牛 130kg を寄贈しました。
　11 月 20 日（水）には、「常陸牛と茨城町産ニラを使った牛丼」や茨城町産の野菜をふんだんに使用
した給食が児童たちを楽しませました。
　また、当日は常陸牛振興協会の谷口事務局長や、町内で常陸
牛を飼育している沼田さん（生井沢）、常陸牛を販売する木村さ
ん（小鶴）など関係者が長岡小学校を訪れ、常陸牛に関する特
別授業を実施しました。常陸牛についての説明を受けた児童から
は、「牛の大きさはどれくらいなの？」「何年くらい生きるの？」「牛
のどこの部分がおいしいの？」などといった質問が相次ぎました。
　給食の時間には、常陸牛の生産者や関係者と児童たちが席
を並べ、常陸牛と新鮮野菜に舌鼓を打ちました。

12/３
（火）

シルバーリハビリ体操
1級指導士誕生

　高齢者の介護予防とリハビリのために町内各地
で活動されている茨城町シルバーリハビリ体操指
導士会に、４名の１級指導士が誕生しました。
　今回シルバーリハビリ体操１級指導士となっ
た、会長でもある井坂さんは、「地域の指導士を
養成し、町内のシルバーリハビリ体操の普及に繋
がる基礎となりたい。」と今後の抱負を語ってく
れました。
　１級指導士になると、３級指導士の養成講習を
実施することができ、町内におけるシルバーリハ
ビリ体操のさらなる普及に繋がります。

　　　　
11/４
（月）

JA 水戸　学校給食に新米寄贈

　11 月４日（月）、茨城町は、学校給食をとおした地場農産物の利用促
進と食育活動の一助になることを目的に、JA 水戸より新米コシヒカリ
270kgが贈呈されました。贈呈式はいばらき祭りのステージ上で行われ、
ＪＡ水戸の八木岡組合長は「台風が多い年だったが、おいしい・安全
なお米が採れた。子どもたちに食べてもらって野菜やお米が好きな大
人になってほしい」と地産地消のより一層の推進に期待を寄せました。
　この日寄贈されたお米は町内の学校給食一日分に相当する量で、
茨城町産のホウレンソウ・コマツナなどとともに、11 月 25 日（月）
に子どもたちに提供されました。

　　　　
11/７
（木） 森の教室 in ふじ保育園

　次世代を担う子どもたちに、森林がもつ様々な役割や大切さを教える「森の教
室」がふじ保育園（長岡）で行われました。森の教室は、公益社団法人国土緑化
推進機構などが主催する事業で、園児と一緒に未来へとつなぐ「どんぐりの苗木」
を育て、その育った苗木を植林していく活動を行っています。

　この日は、森の楽しさを伝える「森作りキャラクターショー」やキャラ
クターと一緒に踊る「森の体操」が実施されたあと、事前にＮＰＯ法人環
～ WA 代表の平澤さんと一緒に、園児たちが自分たちの手で集めたドング
リを植えました。これらはふじ保育園で 2 年間大切に育てられ、森に植樹
されます。

　　　　　
11/７
（木）

シーズイシハラ株式会社
茨城中央工業団地に竣工

　町と県が企業誘致を進めている茨城中央工業団地に、シーズイ
シハラ株式会社（本社：静岡県）の生産工場兼事業所（敷地面積
約 1.3ha）が完成し、その竣工式が知事や小林町長をはじめ関係
者が参加するなか行われました。
　シーズイシハラ株式会社は、茨城中央工業団地の生産工場を拠
点に、関東と東北・北海道方面へのペットシート販売を行います。

　　　　　

11/15
（金） 広浦小学生によるシジミ稚貝放流

　広浦小の３・４年生がシジミの稚貝を涸沼に放流しました。放流した
稚貝は７月頃採卵し、大きさ約10ミリ程度まで育てたヤマトシジミです。
　大涸沼漁業協同組合に集合した児童たちは、シジミの種類や雌雄の違
い、生態などを学んだあと、広浦の波打ち際で稚貝を放流しました。
　放流を終えた児童たちは、「放流を経験して、これから涸沼をきれい
にしたいと思います。」と話していました。この日放流された稚貝は、
漁師たちが放流したものを含め約 8,000 万個。２年ほどで大人のシジミ
になるとのことです。

　　　　
11/22
（金） 金婚式開催

　11 月 22 日（金）の「いい夫婦の日」、いこいの村涸沼において
町内の結婚 50 年を迎えるご夫婦を祝う、茨城町金婚式典が開催さ
れました。この日は 46 組のご夫婦が式典に参加し、50 年の長い道
のりを思い返していました。
　代表で謝辞に立った加藤好助さん、容子さん夫妻は、「結婚して
いい人たちにかこまれ、色んなことができた。友だちがいっぱいい
たことがよかった。」と今までの道のりを振り返って話してくれま
した。

左から：川上さん
（長岡）、浅野さん
（長岡）、町長、井
坂さん（前田）、山
西さん（海老沢）

11/30
（土） 茨城町総合防災訓練実施

　東日本大震災をふまえ、防災力の強化を目的に、
茨城県南部を震源とするマグニチュード 7.3 の直
下型地震が発生し、茨城町で震度６強（東日本大
震災と同震度）を記録した想定のもと、茨城町総
合防災訓練がゆうゆう館前駐車場において実施さ
れました。
　この訓練には、茨城町のほか、ボランティア
や自衛隊、小堤・奥谷地区の住民、茨城町と災
害協定を締結している企業・団体等から約 350
名が参加し、住民参加の避難訓練や、茨城県の
防災ヘリコプター「つくば」を活用した救助訓
練などが行われ、緊
急時の対応を確認し
ました。

避難訓練に参加する地域住民
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《
短
歌
》

○�

朝
夕
に
稲
の
顔
見
て
会
話
す
る
刈
り
て

田た

回め

ぐ

り
な
き
が
さ
み
し
い

岡
山　

一
二
（
上
石
崎
）

◦�

寄
せ
鍋
も
松
前
漬
も
亡つ

ま妻
の
味
厨
を
継

い
だ
若
嫁
の
技木

野
内
清
太
郎
（
神　

宿
）

◦�

青
空
に
大
き
く
描
く
ハ
ー
ト
の
か
た
ち

復
興
飛
行
の
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス

河
野　

久
子
（
昭　

和
）

　

�

両
岸
に
続
く
穂
芒
輝
や
き
て
夕
暮
れ
時

の
那
珂
川
し
ず
か中

島
三
千
代
（
桜
の
郷
）

　

�

当
分
は
孫
の
仕
草
で
つ
な
が
れ
る
老
い

の
会
話
は
寂
し
き
も
の
よ

田
口
す
い
子
（
南
川
又
）

　

�

朝
の
庭
置
く
初
霜
に
移
り
ゆ
く
季
節
の

早
さ
よ
冬
の
足
音鶴

町
あ
い
子
（
常　

井
）

　

�

娘
の
留
守
を
幼
と
遊
ぶ
た
っ
ぷ
り
と
積

木
ま
ま
ご
と
そ
し
て
散
歩
も

二
宮
不
二
子
（
大　

戸
）

　

�

下
駄
箱
の
磨
き
を
か
け
た
夫
の
靴
処
分

で
き
ず
に
共
に
暮
ら
せ
り

秋
山　

礼
子
（
越　

安
）

　

�

熟
し
柿
小
鳥
も
味
見
に
や
っ
て
来
て
老

母
と
語
り
日
向
に
遊
ぶ

田
口　

正
子
（
南
川
又
）

　

�

遣
る
瀬
無
い
己
の
苛
立
ち
携
帯
の
息
子

に
当
た
り
暫
し
反
省

高
田　

宗
雄
（
大　

戸
）

《
俳
句
》

○
滝
の
音
紅
葉
を
透
き
て
響
き
く
る

鳥
羽
田
早
苗
（
鳥
羽
田
）

◦
元
旦
や
今
年
占
う
鶏と

り

の
声

岡
山　

一
二
（
上
石
崎
）

◦
奥
久
慈
の
滝
を
鎮
め
る
蕎
麦
白
し

中
島
三
千
代
（
桜
の
郷
）

　

一
陣
の
風
に
湖
面
の
木
の
葉
雨

道
川　

た
い
（
南
川
又
）

　

草
も
み
じ
道
辺
に
御お

座わ

す
石
仏

鶴
町
あ
い
子
（
常　

井
）

　

潮
風
に
甘
味
を
も
ら
う
棚
の
芋

吐　
　
　

泉
（
神　

宿
）

　

掛
け
声
を
か
け
て
大
根
引
き
に
け
り

田
口
す
い
子
（
南
川
又
）

　

取
り
残
せ
し
柿
の
実
一
つ
美
味
し
そ
う

海
老
沢
ミ
ユ
キ
（
前　

谷
）

　

柿
熟
れ
て
野
鳥
に
ぎ
や
か
青
い
空

高
田　

宗
雄
（
大　

戸
）

　

塀
よ
り
も
遥
か
に
高
く
柚
子
た
わ
わ

浦
井　

正
子
（
宮
ヶ
崎
第
四
）

（
評
）
鳥
羽
田
さ
ん―

秋
も
深
ま
り
、
霜
が
降
り
る
頃
に

な
る
と
、
紅
葉
は
一
段
と
美
し
さ
を
増
す
。
そ
の
近
辺
に

は
、
小
川
の
水
音
が
聞
こ
え
る
の
が
印
象
的
。
こ
の
句

の
場
合
は
、
更
に
高
い
滝
の
音
が
響
い
て
い
る
。「
紅
葉

を
透
き
て
」
と
い
う
表
現
に
、
俳
句
的
な
美
し
さ
が
あ

る
。
岡
山
さ
ん―

元
旦
の
朝
早
く
、
鶏
の
声
が
、
今
年

を
占
っ
て
い
る
と
は
、
何
と
も
言
え
ぬ
安
堵
感
が
あ
る
。

養
鶏
所
な
ら
で
は
の
感
慨
。
中
島
さ
ん―

巻
頭
の
句
は
、

滝
音
と
紅
葉
を
取
り
合
わ
せ
た
が
、
こ
の
句
は
、
ソ
バ
の

白
と
滝
の
白
を
関
連
づ
け
た
感
じ
が
あ
る
。
浦
井
さ
ん

―

柚
子
を
詠
ん
で
い
な
が
ら
、
高
い
塀
も
よ
く
見
え
る
。

※
今
年
も
頑
張
っ
て
、
句
作
に
励
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

認
定
農
業
者
や
集
落
営
農
組
織
会
計
担

当
者
等
、
農
業
者
の
方
の
経
営
管
理
能
力

の
向
上
を
支
援
す
る
た
め
、
パ
ソ
コ
ン
農

業
簿
記
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

複
式
農
業
簿
記
に
よ
る
記
帳
に
よ
り
、

財
産
状
況
や
損
益
状
況
が
把
握
で
き
、
税

制
上
も
65
万
円
の
特
別
控
除
が
受
け
ら
れ

る
な
ど
優
遇
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
お
り
、

パ
ソ
コ
ン
を
利
用
す
れ
ば
容
易
に
青
色
申

告
決
算
書
が
作
成
で
き
、
税
金
の
申
告
の

際
に
も
大
変
役
立
ち
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の

機
会
に
パ
ソ
コ
ン
農
業
簿
記
を
習
得
し
て

今
後
の
経
営
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

◆
開
催
場
所
、
期
日

○
那
珂
会
場

　

場
所
：
那
珂
市
中
央
公
民
館
２
階
学
習
室

　

期
日
：
平
成
26
年
１
月
22
日
（
水
）、

　
　
　
　
　
　
　
　

１
月
23
日
（
木
）

○
水
戸
会
場

　

場
所
：
茨
城
県
市
町
村
会
館
２
階
２
０
２
会
議
室

　

期
日
：
平
成
26
年
１
月
９
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　

１
月
10
日
（
金
）

○
石
岡
会
場

　

場
所
：
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
石
岡
２
階
小
会
議
室

　

期
日
：
平
成
26
年
１
月
14
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　

１
月
15
日
（
水
）

○
下
妻
会
場

　

場
所
：
ビ
ア
パ
ー
ク
し
も
つ
ま
１
階
会
議
室

　

期
日
：
平
成
25
年
12
月
18
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　

12
月
19
日
（
木
）

◆
講
習
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

◆
講
習
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

　

第
一
回
：�

農
業
簿
記
の
仕
組
み
、
パ
ソ

コ
ン
に
よ
る
基
本
情
報
の
入

力
・
開
始
貸
借
表
の
作
成

　

第
二
回
：�

パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
期
中
取
引
の

伝
票
処
理
・
決
算
書
の
作
成

◆
主
催　

茨
城
県
農
業
会
議

◆
対
象
者　

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
が
で

き
る
認
定
農
業
者
等
（
配
偶
者
、
後
継
者

も
含
む
）、
集
落
営
農
組
織
会
計
担
当
者
等

◆
定
員　
一
会
場
20
名（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

◆
講
師　

ソ
リ
マ
チ
株
式
会
社

◆
受
講
料　

無
料

◆
受
講
申
込　

受
講
を
希
望
す
る
会
場
名

や
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
等
連
絡
先
と

経
営
作
物
を
各
会
場
第
１
回
目
の
開
催
日

の
５
日
前
ま
で
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
メ
ー
ル
等

で
ご
報
告
く
だ
さ
い
。

【
申
込
・
問
合
せ
先
】

　

茨
城
県
農
業
会
議
総
務
部

　

☎
０
２
９
（
３
０
１
）
１
２
３
６

　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
９
（
３
０
１
）
１
２
３
７

　

メ
ー
ルohtsuki@

ibanou.com

平
成
25
年
度
パ
ソ
コ
ン
農
業
簿
記
講
習
会
開
催
の
ご
案
内

（
評
）
岡
山
さ
ん―

田
植
か
ら
稲
刈
ま
で
、
朝
夕
に

〈
田た

回め
ぐ

り
〉
を
し
て
稲
の
顔
を
見
て
、「
腹
減
っ
た
か
ー

何
が
ほ
し
い
ー
。」
と
語
り
か
け
、水
の
具
合
を
は
じ
め
、

肥
料
等
管
理
一
切
を
配
慮
す
る
と
の
作
者
。
稲
刈
が
終

る
と
、
田
回
り
が
な
く
家
族
へ
の
思
い
や
り
の
様
な
心

性
が
表
れ
て
い
る
。
木
野
内
さ
ん―

健
康
を
あ
ず
か
る

厨
の
仕
事
は
、
主
婦
の
大
切
な
こ
と
で
、
特
に
正
月
料

理
は
家
風
と
な
っ
て
い
て
、
作
者
も
思
い
出
深
く
噛
み

し
め
る
味
と
思
う
。
河
野
さ
ん―

今
年
の
航
空
祭
は
、

台
風
の
到
来
で
前
回
ま
で
の
比
で
は
な
く
、
ブ
ル
ー
イ

ン
パ
ル
ス
も
復
興
飛
行
と
し
て
、
色
は
使
わ
な
か
っ
た
。

　

冬
は
家
族
の
健
康
管
理
に
い
っ
そ
う
気
を

使
う
季
節
で
す
。
子
ど
も
の
い
る
家
庭
で
は
、

特
に
感
染
症
や
予
防
接
種
の
話
題
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
気
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

さ
て
、
今
月
は
「
冬
に
は
や
る
子
ど
も
の

病
気
」
に
つ
い
て
症
状
な
ど
の
特
徴
を
ま
と

め
ま
し
た
。
ど
ん
な
病
気
も
一
番
の
予
防
法

は
正
し
い
生
活
習
慣
で
す
。
よ
く
寝
て
、
よ

く
食
べ
、
運
動
も
し
て
、
元
気
に
楽
し
く
こ

の
冬
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
!!

【
冬
に
は
や
る
感
染
症
と
そ
の
主
な
症
状
】

＊
風
邪

　

�

・
咳
、
鼻
水
、
く
し
ゃ
み
、
発
熱
、
の
ど

の
痛
み
な
ど
（
悪
化
す
る
と
肺
炎
や
中
耳

炎
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。）

＊
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
・
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス

　

�

・
発
熱
、
嘔
吐
、
下
痢
、
脱
水
、
痙け

い
れ
ん攣

な

ど
。（
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
で
は
白
っ
ぽ
い
便

が
出
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。）

＊
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　

�

・
高
熱
、
頭
痛
。
重
症
化
す
る
と
痙け

い
れ
ん攣

、

意
識
障
害
な
ど
。（
幼
児
で
は
不
機
嫌
や

元
気
が
な
い
等
も
病
気
の
サ
イ
ン
で
す
）

＊
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス

　

�

・
発
熱
、
咳
、
ゼ
ー
ゼ
ー
す
る
呼
吸
、
顔

色
不
良
、
不
機
嫌
、
呼
吸
困
難
な
ど
。

＊
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
肺
炎

　

・
発
熱
、
長
く
続
く
咳
な
ど

　

�（
風
邪
に
似
た
症
状
な
の
で
、
１
回
の
受

診
で
は
気
付
か
な
い
事
も
あ
り
ま
す
。）

健康増進課
（保健センター）

☎
240-7134

す
こ
や
か
ニ
ュ
ー
ス

【
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
】

＊
う
が
い
・
手
洗
い

　

�

・
う
が
い
が
で
き
な
い
子
の
場
合
、
水
分

補
給
で
口
の
中
を
潤
す
こ
と
も
効
果
的
。

＊
タ
オ
ル
の
共
有
を
避
け
る

　

�

・
家
族
内
で
も
で
き
る
だ
け
タ
オ
ル
は

別
々
に
し
て
、
ま
め
に
取
り
替
え
清
潔
に

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

＊
オ
ム
ツ
処
理
時
も
要
注
意

　

�

・
下
痢
症
状
が
治
ま
っ
た
後
も
、
し
ば
ら

く
は
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
が
便
内
に
残
り
ま

す
。
使
用
後
の
オ
ム
ツ
は
し
っ
か
り
密
閉

し
て
捨
て
、
お
む
つ
替
え
後
の
手
洗
い
も

忘
れ
ず
に
し
ま
し
ょ
う
。

＊
人
ご
み
を
避
け
る

　

�

・
感
染
症
の
流
行
時
期
に
は
、
で
き
る
だ

け
人
ご
み
を
避
け
、
家
で
ゆ
っ
く
り
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

冬
に
は
や
る
感
染
症
を
予
防
し
よ
う
!!

No.179No.256

い
つ
ま
で
も
元
気
で
！

　

い
つ
ま
で
も
大
い
に
元
気
で
駆
け
ま
わ
り

た
い
。
そ
ん
な
気
持
ち
で
生
き
生
き
と
「
元

気
あ
っ
ぷ
教
室
」
に
参
加
し
て
い
る
80
歳
を

過
ぎ
た
お
か
あ
さ
ん
が
い
ま
す
。「
出
か
け
る

た
め
に
は
お
洒
落
も
し
な
い
と
ね
、
家
に
閉

じ
こ
も
っ
て
ば
か
り
で
は
ね
。」
と
に
こ
や
か

に
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。『
元
気
で
長
生
き

す
る
秘
訣
』
が
こ
こ
に
あ
る
、
と
思
っ
た
私
は

「
元
気
あ
っ
ぷ
教
室
」
を
訪
ね
て
み
ま
し
た
。

　

今
回
の
教
室
は
簡
単
な
料
理
教
室
と
、

マ
ッ
ト
を
使
っ
た
頭
と
体
の
運
動
で
し
た
。

料
理
は
ギ
ョ
ー
ザ
の
皮
を
使
っ
た
ピ
ザ
、
生

姜
入
り
の
紅
茶
、
サ
ツ
マ
イ
モ
と
柿
を
入
れ

た
サ
ラ
ダ
で
、
皆
さ
ん
楽
し
そ
う
に
調
理
に

取
り
組
み
、
召
し
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
体

操
の
時
間
は
頭
も
使
う
足
の
運
動
で
、
な
か

な
か
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
な
い
よ
う
で
し
た

が
、
リ
ー
ド
し
て
く
れ
る
先
生
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
、
皆
さ
ん
本
当
に
楽
し
そ
う
に
し

て
い
て
、
心
和
む
ひ
と
時
で
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、「
在
宅
の
高
齢
者
」
が
生

活
機
能
の
低
下
に
よ
り
要
介
護
状
態
に
な
る

こ
と
を
予
防
し
、
健
康
で
自
立
し
た
日
常
生

活
が
送
れ
る
よ
う
支
援
す
る
事
業
（
茨
城
町

第
二
次
予
防
通
所
型
介
護
予
防
事
業
）
で
し

た
。
こ
の
事
業
は
、
町
か
ら
委
託
さ
れ
た
事

業
所
の
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
そ
の

他
専
門
の
方
な
ど
が
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

色
々
話
を
う
か
が
っ
て
、
町
、
茨
城
町
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
事
業
所
の
関
係
者

な
ど
の
連
携
が
保
た
れ
、
よ
り
よ
い
「
元
気

あ
っ
ぷ
教
室
」
に
し
、
元
気
な
老
後
を
迎
え

て
ほ
し
い
と
い
う
意
気
込
み
が
強
く
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
午
年
。
友
達
の
輪
を
広
げ
大
い
に

語
り
、
大
い
に
頭
と
体
を
使
い
、
元
気
あ
っ
ぷ

で
こ
の
一
年
を
乗
り
切
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

レ
ポ
ー
タ
ー　

平
野　

け
い
子

健康増進課（保健センター）１月の予定
日 曜日 事　業　名 受付時間

８ 水 健康相談 ９：00 ～ 11：30

10 金 ごっくん教室 ９：45 ～ 10：00

14 火 １歳６か月児健康診査 13：00 ～ 13：30

17 金 乳児健康診査 13：00 ～ 13：30

19 日 胃がん健診（予約者）
予約者に通知

24 金 胃がん健診（予約者）

25 土 健康診査
９：00 ～ 11：00
13：00 ～ 14：3027 月 健康診査

28 火 健康診査
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善
意
の
と
も
し
び

　
　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

▼
善
意
銀
行
へ
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

○ 

郵
便
葉
書
４
０
０
枚
＝
鬼
澤　

邦
明

○ 

一
円
玉
募
金
６
，
３
０
４
円
＝

下
郷
高
年
者
ク
ラ
ブ

○ 

一
円
玉
募
金
８
，
４
３
６
円
＝

小
幡
老
人
会　

杉
山

○ 

一
円
玉
募
金
１
０
，
６
８
６
円

＝
桜
ヶ
丘
団
地
高
年
者
ク
ラ
ブ

○ 

一
円
玉
募
金
３
，
４
６
９
円
＝

船
戸
高
年
者
ク
ラ
ブ

○ 

１
円
玉
募
金
２
８
，
０
７
６
円
＝

長
岡
長
寿
会　

代
表
浅
野　

操

○ 

金
３
千
円
＝
手
づ
く
り
サ
ー
ク
ル

１月の納税
　○固定資産税４期
　○町県民税４期（普通徴収分）
　〇国民健康保険税９期（普通徴収分）
　○後期高齢者医療保険料７期（普通徴収分）
 ※納付期限は１月 31 日です。
・税金は納期内に納めましょう。
・ 筑波銀行と中央労働金庫が利用できるようになりました。
便利で安全な口座振替での納付をお願いします。

１１０番通報の適正な利用にご協力を

２月１１日は茨城町の誕生日です！

茨
城
司
法
書
士
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

①
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
月
間

　

茨
城
司
法
書
士
会
で
は
、
相
続

登
記
の
大
切
さ
を
お
知
ら
せ
す
る
活

動
と
し
て
、「
相
続
登
記
は
お
済
み

で
す
か
月
間
」を
実
施
い
た
し
ま
す
。

▼
期
間　

平
成
26
年
２
月
中

　
（
土
日
、
祝
日
を
除
く
）

▼
内
容　

相
続
登
記
に
関
す
る
相
談

を
、
県
内
の
各
司
法
書
士
事
務
所
で

受
付
け
ま
す
。
相
談
料
は
無
料
で
す
。

▼
申
込　

各
司
法
書
士
事
務
所
に

お
申
込
み
く
だ
さ
い（
要
事
前
予
約
）。

②
無
料
相
談
会
開
催

就
職
カ
レ
ッ
ジ
を

開
催
し
ま
す
！

　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
い
ば
ら
き
で

は
、
30
歳
を
超
え
て
か
ら
の
就
職

活
動
に
悩
み
を
持
つ
方
を
対
象
と

し
た
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
「
就
職

カ
レ
ッ
ジ
」
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　

平
成
26
年
１
月
15
日

（
水
）、
16
日
（
木
）、
21
日
（
火
）、

22
日
（
水
）、
23
日
（
木
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

　昭和 30 年（1955 年）２月 11 日、東茨城郡長岡村（同日町制移行）・川根村・上野合村・鹿島郡沼前
村が合併し、茨城町が誕生。さらに昭和 33 年３月に東茨城郡石崎村を編入し、現在の茨城町が形作ら
れました。
　町では、２月 11 日を「茨城町民の日」と定め、下記の通り記念式典を開催いたします。皆さまのご
来場をお待ちしております。
◇日　時：平成 26 年２月 11 日（火・祝）　　午前８時 45 分～

◇場　所：茨城町中央公民館大ホール

◇
内
容

☆
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

・ 

い
ば
ら
き
幼
稚
園
児
に
よ
る
楽
器

と
歌
の
た
め
の
メ
ド
レ
ー

・
琴
と
尺
八
に
よ
る
演
奏

☆
表
彰
式

☆
少
年
の
主
張

　

小
山　

美
咲
（
梅
香
中
２
年
）

　
「
言
葉
と
人
と
の
関
わ
り
方
」

☆
人
づ
く
り
講
演
会　

　

講
師　

小
泉　

武
夫
先
生

　

演
題

「
〜
小
泉
武
夫
の
行
っ
た
・
見
た
・
食
っ
た
〜

ハ
ツ
ラ
ツ
元
気
を
作
る
〝
食
〞
の
知
恵
」

☆
試
食
会　

無
農
薬
野
菜
を
使
っ
た

　

地
産
地
消
の
お
も
て
な
し
料
理

☆
パ
ネ
ル
展

　
「
里
山
に
育
む
生
き
も
の
た
ち
」

　
「
友
好
交
流
都
市
群
馬
県
玉
村
町
」

　

紹
介

【問合せ先】まちづくり推進課　☎２４０－７１２６

講師紹介
　1943 年福島県の酒造家に生まれる。農学博士。専攻は醸造学・発酵学・食文化論。執筆、テレビ出
演など多方面で活躍中。99 年ギャラクシー賞（NHK『ようこそ先輩課外授業』 テレビ番組批評家懇話
会放送文化顕彰委員会）他、受賞多数。食に関する著作は 122 冊を超える。
■職歴・経歴
　東京農業大学名誉教授、鹿児島大学客員教授、琉球大学客員教授、別府大学客員教授、広島大学大学
院医学研究科客員教授、石川県立大学客員教授。
■主な著書
　『食で日本を建て直せ』『食あれば楽あり』『食と日本人の知恵』『いのちをはぐくむ農と食』『発酵』など。

平成 26 年２月 11 日（火・祝）
茨城町民の日記念式典　人づくり講演会

「 ～小泉武夫の行った・見た・食った～
　　　　　ハツラツ元気を作る“食”の知恵」

講師　小泉　武夫先生

　今年の人づくり講演会は、講師にテレビや新聞連載でお馴染みの小
泉武夫先生をお迎えして「～小泉武夫の行った・見た・食った～ハツ
ラツ元気を作る“食の知恵”」という演題で実施します。

【問合せ先】茨城町教育委員会　生涯学習課　☎２４０－７１２２

▼
場
所　

い
ば
ら
き
就
職
・
生
活

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
（
ジ
ョ
ブ
カ

フ
ェ
い
ば
ら
き
）
３
階
セ
ミ
ナ
ー
室

（
水
戸
市
三
の
丸
１

－

７

－

41
）

▼
対
象
者　

30
歳
〜
お
お
む
ね
40

代
前
半
の
求
職
者
で
全
日
程
（
５

日
間
）
参
加
で
き
る
方　

30
名

【
申
込
・
問
合
せ
先
】

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

雇
用
人
材
協
会

　

☎
０
２
９
（
３
０
０
）
１
７
３
８

　

平
成
27
年
１
月
以
降
の
相
続
税

率
等
改
正
に
向
け
、
関
東
信
越
税

理
士
会
茨
城
県
支
部
連
合
会
の
協

力
を
得
て
、
相
続
・
遺
言
・
贈
与

に
関
す
る
、
登
記
及
び
税
務
の
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。
事
前
予
約

優
先
で
す
。

▼
日
時　

平
成
26
年
１
月
25
日（
土
）

　

午
後
１
時
〜
午
後
５
時

▼
場
所　

・
水
戸
会
場　

茨
城
司
法
書
士
会

　

水
戸
市
五
軒
町
１

－

３

－

16

・ 

土
浦
会
場　

土
浦
市
亀
城
プ
ラ

ザ
大
会
議
室
１

　

土
浦
市
中
央
２

－

16

－

４

【
申
込
・
問
合
せ
先
】

　

茨
城
司
法
書
士
会

　

☎
０
２
９
（
２
２
５
）
０
１
１
１

○ 

フ
リ
ー
ス
２
枚
、
ま
く
ら
１
ヶ

＝
伊
東　

美
智
子

○ 

書
初
用
紙
、
墨
液
＝
青
木　

昌
勝

○ 

金
１
１
，
０
５
２
円
＝
茨
城
町

畜
産
振
興
会
養
豚
部
会

○ 

金
１
０
，
２
４
０
円
＝
茨
城
町

畜
産
振
興
会
肥
育
牛
部
会

○ 

金
１
万
円
＝
若
宮
高
年
者
ク
ラ

ブ
会
長

○ 

竹
ぼ
う
き
10
本
＝
皆
藤　

泰
子

○
金
３
千
円
＝
重
藤　

章
敏

○
金
１
万
円
＝
黑
澤　

幾
乃

○
洗
た
く
洗
剤
５
箱
＝
匿
名
希
望

○
金
１
，
４
９
９
円
＝
匿
名
希
望

く
ら
し

募
集
・
相
談

イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ

講
座
・
教
室

♪
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茨城町役場 ★〒311-3192 茨城町小堤1080 TEL029-292-1111 １１

～安心を　つなぐダイヤル　１１０番～

　１１０番は、事件や事故など緊急の対応を
必要とする場合の警察への通報手段です。
　緊急ではない警察への相談や問合せなどで
１１０番をすると、事件や事故など緊急通報
に対する警察の対応を遅らせる等、人の生命
や身体等の保護に支障を生じさせる恐れがあ
ります。
　緊急ではない警察への相談や問合せは、警
察相談専用電話や警察署、最寄りの交番など
にお願いします。
【警察への相談や問合せ先】
　県民安心センター総合相談　♯９１１０
　水戸警察署　☎０２９－２３３－０１１０

演 題
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【問合せ先】茨城町教育委員会　生涯学習課　☎２４０－７１２２

◆おはなし会（毎月第２、４土曜日）

　１月 11日（土）午後２時から
　１月 25日（土）午前 11時から

◆絵本となかよし（毎月第２、４木曜日）

　１月 ９ 日（木）
　　午前 10時 30分から
　１月 23日（木）
　　午前 10時 30分から

ご利用案内　　　●はお休み

図　　　書
ビデオ・CD

1人10冊
1人3点

2週間
2週間

火～金  9：30～18：00
土・日  9：30～17：00

みんなの

図書館
みんなの

図書館
みんなの

図書館
みんなの

図書館
茨城町立図書館
☎029（240）7131
ホームページ
http://www.lib.t-ibaraki.jp/
携帯電話
http://mlib.t-ibaraki.jp/

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

１月

２月

　

農
地
を
耕
作
し
な
い
で
荒
廃
さ
せ
る
と
、
周
辺
農

地
の
営
農
に
支
障
が
生
じ
ま
す
。
ま
た
、
耕
作
し
な

い
期
間
が
長
く
な
る
ほ
ど
農
地
復
旧
に
は
多
大
な
経

費
と
労
力
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

農
地
を
お
持
ち
で
耕
作
を
さ
れ
な
い
方
は
、
農
業

経
営
規
模
を
拡
大
し
た
い
方
へ
農
地
を
貸
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

農
地
の
貸
し
借
り
に
つ
い
て
の
詳
し
い
内
容
は
、

農
業
委
員
ま
た
は
農
業
委
員
会
事
務
局
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】
茨
城
町
農
業
委
員
会
事
務
局

　

☎
（
２
４
０
）
７
１
１
７

　

55
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
た
、
調
理
関
連
施
設

等
で
働
き
た
い
方
を
支
援
す
る
講
習
会
で
す
。

▼
日
時　

平
成
26
年
２
月
４
日（
火
）、
５
日
（
水
）、

６
日
（
木
）、10
日
（
月
）、12
日
（
水
）、14
日
（
金
）、

17
日
（
月
）、
18
日
（
火
）
の
８
日
間

▼
場
所　

鯉
渕
学
園
農
業
栄
養
専
門
学
校

　
（
水
戸
市
鯉
渕
町
５
９
６
５
）

▼
対
象
者　

①
就
職
を
希
望
す
る
55
歳
以
上
の
方

で
、
面
接
会
を
含
む
全
日
程
に
参
加
で
き
る
方
。

②
公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
登
録
し
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
。

※
趣
味
、教
養
の
た
め
の
お
申
込
み
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
方
法　

平
成
26
年
１
月
27
日
（
月
）
ま
で
に

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
カ
ー
ド
と
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

（
運
転
免
許
証
な
ど
）
を
持
参
し
、
茨
城
町
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
か
、茨
城
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。（
郵
送
不
可
）

【
問
合
せ
先
】
茨
城
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
２
９
２
）
８
６
２
７

茨
城
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会　

　

☎
（
２
４
４
）
４
６
２
２

調
理
補
助
ス
タ
ッ
フ
講
習
会

農
地
を
有
効
利
用
す
る
た
め
、
農
地
の
利

用
権
を
設
定
し
ま
せ
ん
か
？

生涯学習地区推進事業について
☆生涯学習とは？
　生涯学習とは、生活の向上、職業上の能力の向上、自己実現などのため、一人ひとりが、生涯を通じて様々な学習を行
い、より豊かな自己をつくりだしていくことです。これらの学習は、一人ひとりの自発的意思に基づいて行うことを基本
とし、必要に応じ、可能な限り自己に適した手段や方法を自ら選びながら、生涯を通じてそれぞれのライフスタイルに合
わせて行われるものです。
　学校や社会の中で意図的・組織的に行われる学習活動ばかりでなく、スポーツ活動、文化活動、趣味、レクリエーショ
ン活動、ボランティア活動などを通しても、結果的に何かを学び得たとき、それは各自の生涯学習となります。

☆このようなことに取り組んでみては？
①地域の人達が、気軽に集まれる企画を立ててみましょう。　　　　　
　また、年齢、性別を問わず参加できる企画を立ててみましょう。
②町民講師を活用し、趣味や活動によるサークル活動に取り組んでみましょう。
③町のバスを活用し、歴史や文化などを学習できるような移動教室を計画してみましょう。
④新たな活動に積極的に取り組んでみましょう。
　活動例：地域の伝承活動、レクリエーション活動、環境保全活動　など

移動教室について
　移動教室は、生涯学習推進委員が中心となり、地域住民の
研修・交流等を目的として行われる生涯学習推進事業です。
①町のバス（行政バス、福祉バス）をご利用いただけます。
② 20 名以上の参加者でお申込みください。
③移動教室のバス利用は年間各1回とし、県内に限ります。
④その他詳細はお問合せください。

　小鶴区では、㈱日立製作所「小平記念館」、㈱日立事業所都
市開発システム社、㈱月の井酒造を訪問する移動教室「百聞
は一見にしかず」を実施し、参加者から「新たな視点で周囲を
みることの大切さを感じ、有意義な研修になりました。」と感想
をいただきました。

「どうぶつとなかよし」
いけのうえ　らいと（６歳）

「あめふり」
やたべ　あきほ（６歳）

ち
び
っ
こ
ア
ー
ト

飯
沼
保
育
園

各地区の移動教室実施状況
地区 区名 行き先

長
岡

長岡 結城酒造・つむぎの館
矢頭東 鹿島神宮・花王鹿島工場
植農 花園渓谷・浄連寺
谷田部 タカノフーズ納豆工場・常総市豊田城見学
小鶴 小平記念館・日立都市開発システム社
前田第一 六角堂・北茨城市漁業歴史資料館
前田第二 タカノフーズ納豆工場・筑波エキスポセンター
前田東 アサヒビール工場・地図と測量科学館

川
根

下飯沼 野口雨情生家・大津港
下土師新地 五浦美術館・六角堂
奥谷 茨城県警察本部・茨城県庁
赤坂 西ノ内和紙・蕎麦工房

上
野
合

秋葉 カバヤ食品関東工場・鷲子山上神社
増山 筑波エキスポセンター・アサヒビール工場

沼
前

本郷 筑波宇宙センター
海老沢 予科練平和記念館・牛久大仏
宮ヶ崎 鹿島神宮・茨城空港
網掛 フラワーパーク・西光院

石
崎

中山 竜神大吊り橋・吉田正音楽記念館
金沢 真壁
若宮 予科練平和記念館

日 月 火 水 木 金 土
１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
９ 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28

　

水
戸
調
停
協
会
で
は
、
調
停
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。
調
停
は
、

話
し
合
い
で
円
満
な
解
決
を
図
る

手
続
き
で
す
。

▼
日
時　
平
成
26
年
２
月
８
日（
土
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
（
受
付

は
午
後
３
時
ま
で
）

▼
場
所　

東
海
村
中
央
公
民
館

　
（
那
珂
郡
東
海
村
７
６
８
）

▼
相
談
内
容　

民
事
・
家
事
の
調

停
手
続
き
な
ど
に
関
す
る
相
談

【
問
合
せ
先
】
水
戸
調
停
協
会
普

及
委
員
会

　

☎
０
２
９
（
２
２
４
）
８
２
７
０

困
り
ご
と
な
ん
で
も
無
料

相
談
会

く
ら
し

募
集
・
相
談

イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ

講
座
・
教
室

♪
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ら
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募
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相
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ベ
ン
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・
教
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茨城町役場 ★〒311-3192 茨城町小堤1080 TEL029-292-1111

と
な
り
の

　
　

ま
ち
か
ら

笠
間
市　

第
14
回
か
さ
ま
の
陶
雛
〜
桃
宴
〜

　

今
年
も
笠
間
の
町
角
で
可
愛
い
お
雛
様
と
出

会
え
ま
す
。
ひ
と
足
早
い
春
、〝
笠
間
焼
の
雛
め

ぐ
り
〞
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
期
間　

平
成
26
年
１
月
28
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
３
月
３
日
（
月
）

▼
場
所　

陶
の
小
径
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ロ
ー
ド
、
や

き
も
の
通
り
、
笠
間
稲
荷
門
前
通
り　

ほ
か

【
問
合
せ
先
】（
一
社
）
笠
間
観
光
協
会

　

☎
０
２
９
６
（
７
２
）
９
２
２
２

ひ
た
ち
な
か
市　

環
境
四
季
時
計
『
冬
祭
り
』

環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
１
４
の
開
催

　
「
ひ
た
ち
な
か
市
の
環
境
を
良
く
す
る
会
」
と

ひ
た
ち
な
か
市
で
は
、「
環
境
四
季
時
計
『
冬
祭

り
』
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
１
４
」
を
開
催

し
ま
す
。

▼
日
時　

平
成
26
年
２
月
１
日
（
土
）

　

午
前
９
時
15
分
か
ら

▼
場
所　

ひ
た
ち
な
か
市
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

　
（
ひ
た
ち
な
か
市
青
葉
町
１

－
１
）

▼
内
容　

小
中
学
校
等
の
活
動
事
例
発
表
、
お

楽
し
み
大
抽
選
会
な
ど

【
問
合
せ
先
】

　

ひ
た
ち
な
か
市
市
民
生
活
部
環
境
保
全
課

　

☎
０
２
９
（
２
７
３
）
０
１
１
１

２２
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DATA DATA茨城町の人口と世帯数 ※カッコ内は前月比です。（住民基本台帳　平成25年11月30日現在）
◆総人口34,140人（－90）男17,074人（－48）女17,066人（－42）◆世帯12,555戸（－10）

編集・発行 /茨城町総務企画部まちづくり推進課
〒 311―3192　茨城県東茨城郡茨城町小堤 1080　TEL029―292―1111　FAX029―292―6748

ホームページアドレス http://www.town.ibaraki.lg.jp/　メールアドレス ibarakit@town.ibaraki.ibaraki.jp

　 シ　ラ　ン
　　（キジカクシ目　ラン科）

　学名　 Bletilla striata(Thunb.)Rchb.f.
　　　　 var.striata

　写真・文 ／安　昌美

21

再生紙を使用しています

里山に育む生きものたち

　

ラ
ン
科
の
植
物
に
は
き
れ
い
な
、
目
立
つ

花
を
着
け
る
種
類
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
に
栽
培
種
で
は
は
っ
き
り
し
て
い
ま
す
。

で
も
野
生
の
ラ
ン
を
好
む
人
も
多
い
よ
う
で

す
。
今
月
は
国
内
に
野
生
し
、
そ
の
ま
ま
栽

培
も
さ
れ
て
き
た
シ
ラ
ン
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
シ
ラ
ン
と
は

　

シ
ラ
ン
は
紫
蘭
で
、
名
前
の
よ
う
に
、
紫

色
の
花
を
着
け
る
き
れ
い
な
ラ
ン
科
の
多
年

草
で
、
栽
培
も
容
易
な
た
め
、
家
庭
の
庭
先

な
ど
地
面
に
植
え
ら
れ
て
い
る
も
の
を
見
て

い
る
方
も
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
花
期
は
春

か
ら
初
夏
で
、
花
は
花
序
の
下
の
方
か
ら
開

い
て
い
き
ま
す
。
国
外
で
は
中
国
、
台
湾
、

朝
鮮
に
分
布
が
知
ら
れ
、
国
内
で
は
本
州

（
中
南
部
）、
四
国
、
九
州
、
琉
球
に
分
布
し
、

福
島
県
の
い
わ
き
市
付
近
の
海
岸
部
を
北
限

地
と
し
て
い
ま
す
。
生
育
地
は
や
や
湿
っ
た

草
地
や
崖
地
な
ど
で
す
。

　

県
内
で
本
当
に
野
生
の
も
の
で
あ
る
と
い

う
群
生
を
見
る
の
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

国
内
で
も
本
来
の
自
生
か
ど
う
か
の
判
断
が

難
し
い
生
育
地
が
多
い
よ
う
で
す
。
私
が
見

た
県
内
の
野
生
と
思
わ
れ
る
生
育
地
は
海
岸

近
く
の
ク
ロ
マ
ツ
が
ま
ば
ら
に
生
え
て
い
る

林
下
の
明
る
い
や
や
湿
っ
た
傾
斜
地
で
し
た
。

　

茨
城
町
の
生
育
地
は
人
工
的
に
作
ら
れ
た

湿
地
で
、
ヤ
ナ
ギ
類
の
低
木
が
ま
ば
ら
に
生

え
て
お
り
、
水
の
あ
る
部
分
か
ら
や
や
乾
燥

し
た
場
所
ま
で
あ
る
、
湿
性
植
物
の
よ
い
生

育
地
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
野
生
状
で
は
あ

り
ま
す
が
、
栽
培
種
の
種
子
が
何
ら
か
の
方

法
で
到
達
し
、
個
体
数
を
増
や
し
た
と
思
わ

れ
ま
す
。
造
成
さ
れ
る
前
に
野
生
の
群
落
が

近
く
に
あ
り
、そ
こ
か
ら
種
子
が
供
給
さ
れ
、

そ
の
群
落
が
ど
こ
か
に
ひ
っ
そ
り
生
き
て
い

て
く
れ
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

▼
絶
滅
危
惧
種
の
シ
ラ
ン

　

シ
ラ
ン
は
国
レ
ベ
ル
で
は
準
絶
滅
危
惧
種

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
多
く
の
県

が
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
し
て
い
ま
す
。
福
島

県
で
は
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類
、
栃
木
県
で
は
絶
滅

危
惧
Ⅱ
類
、
埼
玉
県
で
は
絶
滅
危
惧
Ⅰ
Ｂ
類

に
そ
れ
ぞ
れ
指
定
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
茨

城
県
で
は
絶
滅
危
惧
Ⅰ
Ｂ
類
に
指
定
し
、
高

萩
市
、
東
海
村
、
鹿
嶋
市
な
ど
が
生
育
地
と

し
て
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
シ
ラ
ン
が
絶
滅

の
危
機
に
な
っ
た
の
は
開
発
な
ど
で
の
生
育

地
の
消
失
、
採
取
さ
れ
て
個
体
が
絶
滅
し
て

し
ま
う
こ
と
な
ど
が
主
な
理
由
と
さ
れ
て
い

ま
す
。


